
症例 3

・50代, 男性
・十二指腸生検捺印標本
・臨床診断：十二指腸SMT
・臨床所見：十二指腸下行部にＳＭＴあり



D.Q  ×20

3-1

好酸性の顆粒を有する小型の細胞が出現



D.Q  ×40

3-2

核は円形で，クロマチンは顆粒状，核小体が見られる



D.Q  ×60

3-3

核はやや偏在傾向を示し，腺腔構造またはロゼット様の構造が見られる



Pap.  ×20

3-4

好酸性の顆粒を有する小型の細胞が出現



Pap.  ×40

3-5

核は円形で，クロマチンは顆粒状，核小体が見られる



Pap.  ×60

3-6

核はやや偏在傾向を示し，腺腔構造またはロゼット様の構造が見られる



Pap.  ×60

3-7

核はやや偏在傾向を示し，腺腔構造またはロゼット様の構造が見られる



細胞診断

・良悪鑑別困難

カルチノイドを疑うが，良性細胞との鑑別が困難



・上皮の中に腺房組織が含まれています









組織診断

・No malignancy, biopsy of duodenum
(異所性膵)
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